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(2) りおおむ市政だより

昭
和
田
十
五
年
度
一
般
会
計

道
路
、

昨年りっぱに出来た古町住宅市道舗装 ー

償
問
題
、
そ
の
他
関
連
す
る
問
題

に
つ
い
て
は
、
県
、
国
に
対
し
、

最
善
の
努
力
を
い
た
し
た
い
と
存

じ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
開

発
公
社
の
運
営
を

一
層
能
率
的
に

し
、
資
金
運
用
の
円
滑
化
を
は
か

る
た
め
、
金
融
機
関
に
対
し
、
一

千
万
円
の
預
託
を
す
る
と
共
に
、

別
途
五
千
万
円
の
貸
付
け
を
行
な

っ
て
事
業
の
推
進
を
は
か
り
ま
す

企
画
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
土
木
行
政
に
つ
い
て
は
、
前
に

総
合
的
な
基
本
構
想
と
し
て
、

昭
も
述
べ
ま
し
た
と
お
り
、
前
年
度

和
六
十
年
の
本
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
に
引
き
続
き
、
道
路
舗
装
、
排
水

目
標
に
、園
、
県
等
の
開
発
振
興
計
施
設
等
を
舗
装
五
刀
年
計
画
と
も

画
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
、
関
係
機
合
わ
せ
て
、
重
点
的
に
実
施
す
る

関
と
も
十
分
協
議
の
上
、
計
画
を
ほ
か
、
都
市
計
画
事
業
と
し
て
、

立
て
た
い
と
考
え
て
お
り

ま

す

。

西

三

城
、
杭
出
津
線
の
新
設
に
伴

ま
た
、
か
ね
て
念
願
の
九
州
横
な
う
用
地
買
収
、
お
よ
び
、
物
件

断
高
速
道
路
は
、
既
に
基
本
計
画

e

移
転
等
を
早
急
に
解
決
じ
、
街
路

が
発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

当
築
造
を
す
る
ほ
か
、
桜
馬
場
に
児

市
に
有
利
な
路
線
を
決
定
す
る
た
童
公
園

一
カ
所
の
新
設
を
計
画
い

め
の
折
衝
を
か
さ
ね
、
早
期
実
現
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
交
通

の
た
め
、
更
に
努
力
し
て
参
り
ま
安
全
施
設
整
備
事
業
と
し
て
、
前

す
。
企
業
誘
致
に
あ
た
づ
て
は
、
年
度
に
引
き
続
き
市
道
乾
馬
場
線

極
力
公
害
の
少
な
い
も
の
を
誘
致
の
歩
道
整
備
、
ま
た
、
防
衛
施
設

す
る
よ
う
努
力
し
、
労
働
力
の
確
周
辺
整
備
事
業
と
し
て
-
、
西
小
路

保
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
学
校
卒

『
排
水
路
の
整
備
を
行
な
う
予
定
で

業
者
の
県
外
流
出
を
防
ぎ
、
地

元

あ

り

ま

す

。
次
に
単
独
事
業
と
し

工
場
に
定
着
す
る
よ
う
対
策
を
講
て
は
、
市
道
並
び
に
急
坂
路
舗
装

じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
を
、
ま
た
、
新
設
改
良
事
業
で
は

空
港
の
建
設
に

つ
き
ま
し
て
は

、

松

原

神

社

、
草
場
線
等
の
拡
幅
改

更
に
住
民
側
と
の
話
し
あ
い
を
す
良
と
、
森
園
排
水
路
、
ほ
か
河
川

す
め
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

補
の
し
ゅ
ん
せ
つ
改
良
を
実
施
し
、

排
水
施
設
な
ど

舗
装
を
重
点
整
備

i、

維
持
工
事
と
し
て
は
、
今
村
、
出
張

所
線
路
側
石
積
補
修
、
お
よ
び
、

側
溝
補
修
工
事
と
し
て
施
行
し
、

橋
り
ょ
う
新
設
改
良
に
つ
い
て
は

矢
次
橋
、
ほ
か
の
架
替
え
を
実
施

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

住
宅
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第

一
次
住
宅
建
設
五
カ
年
計
画
が
四

十
五
年
度
を
も
っ
て
最
終
年
度
と

な
り
ま
す
が
、
目
標
三
百
戸
に
対

し、

三
百
九
十
八
戸
を
建
設
す
る

・

こ
と
に
な
り
、
達
成
率
九
十
九
%

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
久
原
団
地

計
画
も
、
第
二
年
目
を
迎
え
、
公

営
住
宅
、

一
種
簡
易
耐
火
構
造
平

家
建
二
十
戸
、
二
種
簡
易
耐
火
構

造
平
家
建
十
四
一
戸
、
計
三
十
四
戸

を
建
設
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
池

田
住
宅
地
区
内
に
あ
る
大
蔵
省
所

管
の
空
地
、
約
五
千
七
百
平
方
メ

ー
ト
ル
を
現
在
払
い
さ
げ
申
請
中

で
あ
り
、
公
営
住
宅
、
中
層
耐
構

造
四
階
建
九
十
六
一
戸
を
三
カ
年
で

建
設
す
る
計
画
を
進
め
、
新
年
度

は
三
十
二
一戸
を
建
設
し、

久
原
団

地
主
合
わ
せ
て
合
計
六
十
六
一戸
と

な
り
ま
す
。込
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十
一
円
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る

①
小
作
地
に
つ
い
て
は
、
地
主
と

よ
く
調
整
を
と
る
こ
と
。

F

①
現
場
確
認
は
八
月
、
支
払
は
秋

前
の
予
定
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

農
協
、
市
役
所
農
林
水
産
課
へ
問

合
せ
て
下
さ
い
。

要
綱
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

①
昭
和
四
十
四
年
耕
作
し
た
水
田

の
一
部
(
一
枚
が
単
位
)
約
八
・

二
パ
ー
セ
ン
ト
を
他
の
作
物
に
切

替
え
る
か
、
休
耕
す
る
こ
と
。

①
奨
励
金
は
、
基
準
収
量
(
農
業

共
済
組
合
)
に
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
八

昭和45年4月10日

米
の
生
産
調
整
に

理
解
と
協
力
を

古米在庫の推移(玄米トン)

41 

つ
あ
り
ま
す
。
三
十
七
年
度
は
国

民
一
人
当
り
百
二
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

を
必
要
と
し
て
い
た
米
が
、
四
十

三
年
度
で
は
、

百
キ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
り
、
又
将
来
は
九
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
以
下
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
米
は
食
糧
管
理
制
度
に
よ

っ
て
、
農
家
が
出
荷
す
る
量
は
政

府
が
買
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
食
管
会
計
の
赤
・

わ
た
く
し
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て

米
は
大
切
な
食
糧
で
あ
り
、
農
業

の
中
心
と
し
て
日
本
民
族
を
支
へ

日
本
経
済
の
発
展
に
寄
与
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
米
が
、
近
年
一
千

四
百
万
屯
台
の
生
産
量
を
維
持
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、
人
々
の
食

事
に
つ
い
て
の
好
み
も
、
次
第
に

変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
米
の

消
費
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
つ

40 
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道
路
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
に

39 38 

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
に

37 

大
村
駅
線
路
下
降
道
は
、
駅
前

と
、
駅
裏
部
落
、
に
通
ず
る
通
用

道
路
と
し
て
、
一
般
市
民
が
多
く

利
用
し
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
そ

の
道
路
に
、
ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
大

36 

小
便
を
行
な
う
な
ど
、
心
な
い
人

が
い
る
た
め
、
悪
臭
等
発
生
し
て

き
た
な
く
よ
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
互
い
に
注
意
し
合
い
‘
き
れ

い
な
環
境
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

200 

し
か
し
、
現
今
の
食
糧
事
情
と
、

消
費
経
済
の
す
う
勢
を
考
え
ら
れ

食
管
制
度
の
維
持
と
米
作
農
業
の

長
期
安
定
化
の
た
め
に
は
、
是
非

共
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
大
村

市
は
、
四
百
三
十
八
屯
で
、
百
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
面
積
が
示
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
農
業
団
体
と
連
け
い

を
と
り
、
実
行
組
合
単
位
に
目
標

数
を
提
示
し
協
力
を
求
め
て
い
ま

す。な
お
、
実
行
組
合
、
共
済
組
合
に

加
入
し
て
な
く
て
も
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
市
農
林
水
産
課
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
の
実
施

字
も
米
の
需
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

か
ら
四
十
四
年
度
三
千
億
円
に
及

び
、
農
林
予
算
の
約
四
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
国
民
の

主
食
で
あ
る
べ
き
米
の
事
情
が
急

転
し、

生
産
と
消
費
に
大
き
な
ヒ

ズ
ミ
を
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

政
府
と
し
て
は
、
米
の
作
付
制
限

生
産
量
の
規
制
に
踏
切
り
、
強
力

に
推
賞
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
じ

た
。
稲
作
生
産
調
整
は
か
つ
て
例

の
な
い
事
柄
で
あ
り
、
大
村
市
と

し
て
も
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
お
か

れ
で
も
、
非
常
に
重
大
な
事
柄
で

あ
る
こ
と
を
心
痛
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

43 

(年度)

米消費量の推移(1人当り年間精米kg)
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大村駅線路下トンネル小佐古側入口

おおむ

41 40 39 

市政だより

.38 E
JY

十

(3) 



昭和33年4月22日第三種郵便物認可
(4) りおおむ市政だより昭和45年 4月10日

青
年
の
船
国
際
親
善

訪
問
団
員
募
集

県
で
は
、
長
崎
県
青
年
の
船
観

光
丸
に
よ
る
東
南
ア
ツ
ア
国
際
親

善
訪
問
団
派
遣
の
た
め
、
こ
れ
に

乗
船
す
る
団
員
(
四
月
一
日
現
在

で
満
二
十
才
以
上
四
十
才
未
満
の

男
女
〉
の
募
集
を
お
こ
な
っ
て
お

り
ま
す
.

募
集
期
限
は
四
月
二
十
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望

の
人
は
、
資
格
要
件
、
応
募
方
法

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
を
市
商
工

観
光
課
え
お
問
合
せ
の
上
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
お
も
な
実
施
要

項
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

マ
日
程

七
月
十
五
日
か
ら
二
十

九
日
ま
で
(
十
三
泊
十
四
日
)

マ
訪
問
先
香
港
、
マ
カ
オ
、
台

湾
、
沖
縄

マ
船
内
活
動
、
航
海
中
は
、
全
体

講
義
、
タ
ラ
ブ
活
動
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。

マ
使
用
船
東
洋
郵
船
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ク
イ
ン
号
二
万
二
千
ト
ン
)

マ
参
加
負
担

金

加

室
の
殺
別
に

- ~~ 

よ
り
七
万
九
千
円
か
ら
五
万
円

ま
で

第
十
回
大
村
市
美
術
展

覧
会
開
催

企
会
場
市
民
会
舘
三
階

企
会
期
五
月
三
十
日
よ
り
六
月

一
日
ま
で

(
9時
1
日
時
〉

企
出
品
規
定

①
出
品
作
品
の
部
門
と
体
裁

〔
方
一
部
洋
画
の
部
〕

F
初
号
以
下
と
し
額
縁
に
入
れ

る
こ
と

〔
芳
二
部
日
本
画
の
部
〕

二
つ
折
扉
風
以
下
と
し
表
具
を

つ
け
る
こ
と
。

〔
芳
三
部
南
画
の
部
〕

日
本
画
の
部
の
体
裁
に
準
ず
る

〔
方
四
部
書
道
の
部
〕

画
仙
紙
全
紙
以
下
と
し
表
装
枠

張
り
と
す
る
こ
と
。

〔
方
五
部
写
真
の
部
〕

印
画
紙
六
切
以
上
と
し
枠
張
り

ま
た
は
台
紙
を
つ
け
る
こ
と
。

組
写
真
は
最
大
作
品
の
大
き
さ

を
全
紙
以
下
と
す
る
こ
と
。

〔
才
六
部
商
業
美
術
部
〕

西
洋
紙
全
紙
大
と
し
枠
張
り
ま

た
は
台
紙
を
つ
け
る
こ
と
。

〔
永
七
部
彫
塑
工
芸
部
〕

染
色
関
係
の
も
の
の
大
き
さ
は

二
折
扉
風
夫
以
下
と
す
る
こ
と

ワ
オ
八
部
版
画
の
部
〕

洋
画
の
部
の
体
裁
に
準
ず
る
。

②
出
品
資
格

大
村
市
在
住
者
一
般
(
但
し
、

小
。
中
学
生
は
除
く
、)
の
方
。

職
場
が
夫
村
市
に
あ
る
通
勤
者

は
在
住
者
に
準
ず
る
.

①
出
品
作
品
の
制
限
と
点
数

的
出
品
作
品
は
自
作
未
発
表

の
も
の
に
限
る
-

M
W
出
品
点
数
は
各
部
一
人
当

三
点
以
内
と
す
る
。

①
出
品
手
数
料
は
出
品
者
一
人

二
百
円
納
入
の
こ
と
.

①
出
品
申
込
み
期
日

五
月
二
十
三
日
正
午
ま
で

@
作
品
搬
入

五
月
二
十
九
日
正
午
ま
で

四
月
の
交
通
事
故

巡
回
相
談

相
談
に
は
、
専
門
の
相
談
員
が

応
じ
ま
す
の
で
、
交
通
事
故
で
お

こ
ま
り
の
人
は
、
ご
遠
慮
な
く
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

四
月
二
十
八
日
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で

市
役
所
第

一
会
議
室

場
所

墓
地
の
改
葬

O
墓
地
の
所
在
地

平
戸
市
鏡
川
町
二
五
六
の
ロ
、

二
五
六
の
ハ
、
二
五
七
番
地

d 

O
墓
地
の
名
称

瑞
雲
寺
境
内
墓
地

O
改
葬
先

平
一戸
市
鏡
川
町
二
五
六
瑞
雲
寺

内
O
届
出
先

長
崎
県
平
戸
市
鏡
川
町
二
五
六

番
地

O
届
出
期
日

昭
和
四
十
五
年
四
月
三

O
日
ま

で重
度
心
身
障
害
児
見

舞
金
を
支
給

本
年
度
か
ら
新
た
に
福
祉
施
策

の
一
つ
と
し
て
.
精
神
又
は
身
体

に
重
度
の
障
害
を
有
す
る
児
童
の

慰
謝
と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

た
め
、
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
重

度
心
身
障
害
児
見
舞
金
を
支
結
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
見

舞
金
は
、
日
本
の
国
籍
を
有
す
る

二
十
才
未
満
の
方
で
、
本
市
に
引

続
き
一
年
以
上
居
住
し
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
で
、

次
の
い
づ
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方

の
保
護
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
の
で

該
当
さ
れ
る
万
は
福
祉
事
務
所
に

申
し
出
て
手
続
き
を
お
と
り
く
だ

さ
い
。

マ
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
規
定
す

る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
者
で
、
同
法
施
行
規
則
別
表

可

矛
五
号
に
規
定
す
る
二
級
以
上
の

障
害
の
あ
る
も
の

マ
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
児
童

相
談
所
文
は
精
神
薄
弱
者
福
祉
法

に
規
定
す
る
精
神
薄
弱
者
更
生
相

談
所
が
判
定
し
た
精
神
薄
弱
児
(

者
)
の
う
ち
知
能
指
数
が
三
五
以

下
で
あ
る
も
の
.

マ
そ
の
他
前
各
号
に
準
ず
る
状
態

で
あ
る
者
で
市
長
が
認
め
る
も
の

マ
身
体
障
害
児
(
者
)
収
容
施
設

又
は
精
神
薄
弱
児
(
者
)
収
容
施

設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
は
除
か

れ
ま
す
.

マ
支
給
金
額
児
童
一
人
に
付
六
千

円
.

マ
支
給
期
日
四
月
中
に
受
付
け

た
も
の
は
児
童
福
祉
週
間
(
五
月

五
日
か
ら
一
週
間
)
に
支
給
し
ま

す。

本
年
度
よ
り
敬
老
金

を
支
給

市
自
に
居
住
す
る
高
令
者
に
対

し
、
敬
老
金
を
支
給
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
敬
老
金
の
支

給
の
対
象
と
な
る
者
は
、
本
年
九

月
十
五
日
現
在
に
お
い

て
市
内
に

引
続
き

一
年
以
上
居
住
し
、
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
八

十
才
以
上
の
者
と
な
っ
て
い
ま
す

マ
支
給
金
額
付
八
十
才
か
ら
八

十
九
才
ま
で
の
者
三
千
円
同
九

ー'‘"

十
才
以
上
の
者
五
千
円

マ
支
給
期
日
敬
老
週
間
(
九
月

十
五
日
か
ら

一
週
間
)
に
支
給
し

ま
す
。

と
畜
場
の
事
務
を
委
託

マ
委
託
し
た
事
務
の
内
容

大
村
市
と
畜
場
の
管
理
及
び
と

畜
場
使
用
料
の
徴
収
事
務

マ
委
託
し
た
相
手
方
の
住
所
及
び

氏
名

大
村
市
五
百
四
十
一
番
地
の
九

大
村
市
食
肉
事
業
協
同
組
合

組
合
長
理
事
島
田
栄
三
郎

マ
委
託
期
間

昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
か
ら

昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一

日

ま
で

固
定
資
産
税
、
都
市
計

画
視
の
納
期
が
変
更

地
方
税
法
の

一
部
改
正
が
、
国

会
で
審
議
中
の
た
め
(
固
定
資
産

税
及
び
都
市
計
画
税
の
負
担
調
整

改
正
)
国
定
資
産
税
、
都
市
計
画

税
の
第

一
期
の
納
期
を
次
の
と
お

り
変
更
い
た
し
ま
す
。

第

一
期
五
月
十
五
日
か
ら
六

月
一
日
ま
で

:-._._._..， 

四安春
月全の
六運全
自 動 園
J 交
十通
五
日

で追い


